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今年の駅伝チ－ムは、これまでのチ－ムとは一味違う充実したメンバ－となっています。５５名が練習に参

加し、陸上部の他、野球部、サッカ－部、バレ－ボ－ル部、バスケットボ－ル部、テニス部、水泳部、そして

合唱部と多くの部活動から選抜、さらに自主参加の生徒もいました。１０月２２日に開催されました、さいた

ま市駅伝競走大会では、市内６０校が参加し、男子は３年連続大会新記録で４連覇。女子も最終区間まで優勝

が争われ第３位と健闘しました。１１月７日に熊谷で開催される県大会では、男子は２年連続優勝で関東・全

国大会出場へ、女子も関東大会出場を目指して力走します。(１位は関東・全国、４位までが関東大会に出場）

応援よろしくお願いいたします。

さて、１０月２４日には、「未来くる先生講演会」を開催し、講師に本校の校歌を作詞していただいた宮澤

章二さんの次男、新樹氏をお迎えし、宮澤章二さんの生い立ちから校歌が出来上がったいきさつ等のお話をい

ただきました。講演を聞いた生徒の感想文です。

前々から、校長先生が「校歌を大切に」とおっしゃっていましたが、今日、宮澤さんのお話を聞いて、改

めて宮原中の校歌を大切にしていきます。宮原中の校歌には、いろいろな思いや感情がつまっていることを

改めて知ることができました。また、昔の宮原中学校の様子や校歌を作詞した方の昔のことなどを詳しく知

ることができ、とてもよい授業でした。ありがとうございました。（２年５組 新谷大空）

続いて、１０月２６日には、地域の高齢者の方との交流給食会を実施しました。今年も９０名以上の方に参

加していただき、生徒と楽しく給食を食べたり、昔話等をしていただきました。今年は、昨年に続き２回目と

いうこともあり、お互いに気づかいすることなく、自然体で話ができていたのではないかと思います。このよ

うに異年齢間の交流が地域の絆につながってくると思います。お力添えをいただきました老人クラブ協議会、

社会福祉協議会、民生委員・児童委員連絡協議会、わかば会等の各団体の皆様にお礼を申し上げます。

最後に私事ですが、１０月４日に盆栽町にある大宮スイミングスク－ルで、「ギネス世界記録」に挑戦しま

した。一人５０ｍを泳ぎ、１,０００人でリレ－をするのですが、８歳から５６歳（私）までの選手が、イタリ

アが持っている８時間４１分２９秒１３の世界記録更新を目指し力泳しました。８

歳から５６歳までの１,０００人がつないだわけですが、普通に考えれば、平均年齢

は３２歳くらいだろうとお考えになると思います。しかし何と１４.５歳でした。私

が、ダントツの最年長で、オリンピックのメダリストや元代表選手も６名参加し、

またチビッ子選手の活躍もあり、これまでの世界記録を約３７分も縮める８時間４分３９秒８５の世界記録を

見事達成することができました。（ちなみに私のタイムは、参加選手中１,０００位でした！）

今月は、４つの話題をもとに皆様に学校だよりをお届けいたしますが、この共通点は「つなぐ」ということ

です。「駅伝はタスキをつなぐ」「校歌は、宮原中の伝統としてつなぐ」「交流給食は、地域の高齢者と中学

生の心をつなぐ」「リレ－も次の人に確実につなぐ」ということです。大切にしたいものですね。
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